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 1981 年度～1984 年度に実施された経済構造予測事業(Econometric Link System 
for Asian : ELSA)において、アジア経済研究所では本格的なマクロ計量モデルの作成、
利用が始まっている。同事業はアジア経済研究所を中核としてアジア各国・地域（以
下「国」と呼ぶ）の研究機関との共同研究を通じ、各国モデルを貿易で接続した貿易
リンクモデルの研究をしてきた（参考文献[10], [11], [13], [14]）。ELSA 事業は 1990
年度まで継続事業として続けられ、非先進アジア 8 カ国の経済予測を行い、平行して
日中リンクモデルの開発・分析を行ってきた（[8], [9], [12], [15], [16]）。1991 年度に
は「2001 年アジア工業圏の経済予測」事業（Projections for the Asian Industrializing 
Region: PAIR）へと発展し、国の数も 10 へと拡張、新たにそれまで開発・利用して
きた短期予測モデルに加えて長期予測モデルの開発も行われ、アジア地域における中
長期的な発展動向が計測された（[7]）。 
 PAIR プロジェクトでは 1993 年に「EC（現・EU）統合の東アジアに与える影響」
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